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武蔵野市域の仙川は、 コ ンク リ ート 3面張り の水路で水が流れていなかっ たた

め、 市民から は水と 緑豊かな地域の川と なるよう 期待さ れていまし た。

本市ではこ のよう な背景を踏まえ、 平成10（ 1998）年に「 仙川水辺環境整備基本

計画（ 以下「 仙川リ メ イ ク 」 と いう 。）」 を策定し まし た。 その後今日まで仙川リ メ

イ ク による水辺環境整備は、 市の重点事業と し て仙川を自然豊かな清流のある河

川と なるよう に進めてきまし た。

仙川リ メ イ ク の長期目標年である平成30（ 2018） 年末時点において、 総延長約

3.5km（ 3,415m） に対し 整備を終えた区間は、 上流部の約1km（ 1,013m） と なっ てお

り 、 進捗率は29.7% です。

仙川リ メ イ ク の長期目標年を迎えた現在、 こ れまでの事業の評価や社会状況の

変化を踏まえ、 今後の整備や維持管理の方向性について検討する必要があり ます。

本冊子は武蔵野市域を流れる仙川について、 仙川リ メ イ ク 策定から 現在までの

事業評価と 水辺環境の現状を整理し 、 今後の方向性をまと めたも のです。

桜堤二丁目付近のかつての仙川 桜堤団地（ 当時）内のかつての仙川

仙川水辺環境整備基本計画
（ 仙川リメイク）とは1
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※1 二次支川： 本川に直接合流する川（ 一次支川）に合流する川

※2 暗渠： 覆いをしたり地下に設けるなど外から見えないようになっている水路

仙川は多摩川の二次支川※1 であり 、 小金井市貫井北町三丁目に源を 発し 、 国

分寺崖線上の台地南部をほぼ南東に流れ、 小金井市、 武蔵野市、 三鷹市及び調布

市を 経て、 世田谷区鎌田付近で野川と 合流する、 流域面積19.8km2、 流路延長

20.9km の一級河川です。 その内、 武蔵野市域の延長は約3.5kmと なっ ています。

昔の仙川は、 降雨時のみに現れた細い流れを人工的に開削し て作ら れたと いわ

れています。

仙川の名前の由来は、 三鷹市新川の勝淵神社付近で清水が湧き出たこ と から そ

の水源地を千釜（ せんがま） の池と 呼んでいまし た。 釜と は湧き 水の噴出口のこ

と であり 、 その水が流れたと こ ろから 千川と 綴ら れ、 後に仙川になっ たと 伝えら

れています。

過去には武蔵川と 呼ばれていたこ と も あり まし たが、 河川法の改正などで昭和

41（ 1966） 年に一級河川の仙川と なり 、 管理は東京都になり まし た。 仙川の流域

は昭和30（ 1955～ 1964） 年代より 急速な都市化が進んだこ と も あり 、 台風などの

たびに氾濫し て「 あばれ川」 と も 呼ばれていまし た。 こ のため河川の改修工事が

求めら れ、 暗渠※2 と なっ ている一部を 除いてほと んどはコ ンク リ ート の三面張

り の構造になり 、 雨の日には流れても 、 普段は干上がっ ている排水路のよう な状

態でし た。

（ 野川流域河川整備計画（ 平成29（ 2017）年7月東京都）より 一部転載）

図1-1　 仙川流域図

仙川の概要2
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武蔵野市では平成9（ 1997） 年に「 武蔵野市緑の基本計画－むさ し のリ メ イ ク 」

を策定し 、 その中で仙川をリ メ イ ク するこ と を重点事業と 位置付けまし た。

また、 こ れと 並行し て住宅・ 都市整備公団（ 以下「 公団」と いう 。）（ 現都市再生

機構） では、 仙川に接し ている桜堤団地において、 建設後40年近く 経過し た団地

敷地の有効活用や居住水準の向上を図ると 共に、 周辺地域と 一体的な環境を形成

し 、 快適かつ安全で住みよい「 まちづく り 」 の実現を目的に建替事業が行われる

こ と になり まし た。 事業に伴い本市と 公団で締結し た基本協定の中に、 仙川の水

辺環境整備と し て、 緑と 水のネッ ト ワーク 化を図り 、 公共性の高い空間整備を目

指すこ と が盛り 込まれまし た。

こ のよう な背景を踏まえて東京都、 公団、 本市の3者による仙川水辺環境整備

検討委員会を設置し 、「 仙川のあり 方」 及び「 水辺環境整備の方針及び方策」 につ

いて検討を行い、 平成10（ 1998）年3月に報告書と し てまと めまし た。

本市ではこ の報告書に基づき「 仙川のあり 方」及び「 水辺環境整備の方針及び方

策」 を中心と する「 仙川水辺環境整備基本計画（ 仙川リ メ イ ク ）」（ 平成10（ 1998）

年7月） を策定し 、 その骨子を緑と 水のネッ ト ワーク の確保、 仙川の親水化整備、

生態系に配慮し た整備、 桜の植栽、 仙川沿川地域の緑化、 仙川遊歩道の整備と し

ています。

仙川リメイクの策定経緯3

図1-2　 武蔵野市域の仙川と桜堤団地
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花を愛で水辺に遊ぶ

今、 ほとんど水の流れない仙川に水を流そう 。 メダカやタナゴなどがすめる

よう な生態系豊かな仙川にして、 せせらぎや四季を感じ ることのできる花や虫

の声、 子供たちの笑い声など豊かな表情をもつ水辺に──。

基本的な考え方

仙川リメイクの基本的な考え方4

①水を楽しむ

水辺は様々な 生物の生育・ 生息の場であり 、 市民の水遊びや夕涼みの場、

せせら ぎがつく り だす音による 心理的効果、 災害時の消防水利の確保など様々

な面で市民生活に役立っている 。

そこ で水辺を 身近に感じ 、 親し むために、 桜堤から 境南に向けて流れていた

仙川の流れを 復活さ せ市民がゆとり と 潤いのある生活を 送る 基盤をつく る。

②歩を楽しむ

③花を楽しむ

④隣接地と一体的に楽しむ

仙川は公園や大学などの緑や様々な 施設を 結んでおり 、 市民が歩き、 語る

場と なるこ と が期待で きる 。 そのため仙川を 活用し た 遊歩道を 整備し 、 公園

や駅、 学校等と 街路樹のある 道路等を 有機的に結び、 緑と 水のネッ ト ワーク

を 形成する散策の道としていく 。

仙川に隣接している公園、 生産緑地地区、 樹林地、 あるいは大規模な敷地

面積を 有する 学校等について、 仙川に面する 部分を 一体的に整備を 行い、 遊

歩道利用者の休憩場所、 あるいは地域性を 考慮し たシン ボル性のある 緑地と

していく 。

仙川の水辺は水により 多様な自然環境が形成さ れ、 自然の多様性の高い空

間と なり う る。 仙川は自然生態系に配慮すると と も に、 四季の変化、 五感に訴

える 花を 楽し むこと のできる 場としていく 。

また、 植物が身近にあるこ と により 周辺地域の環境に対する意識の向上を

図ること にも 寄与する 水辺と する 。

（ 現計画より 抜粋）
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図1-3　 ゾーン別の整備イメージ

ゾーン別の整備のイ メ ージ
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（ 文・ 断面図は現計画より抜粋）
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下の整備実績の概略図は、 仙川の整備済み範囲（ 水色） 及び仙川の水流を確保

するために必要な河川維持水の供給元である、 東京都水道局境浄水場（ 以下「 境

浄水場」と いう 。）と 市立第二浄水場（ 以下「 第二浄水場」と いう 。）から の送水ルー

ト（ 紫色）を示し ています。

整備の実績5

図1-4　 整備実績の概略図

整備前・ 整備後

（ 美園橋～千歳橋区間）

整備前・ 整備後

（ 千歳橋～亜細亜大学隣接区間）

（ 1）桜堤団地建替えに伴う 整備

仙川の整備は、 桜堤団地の建替事業にあわせ平成10（ 1998） 年に着工し 、「 よろず

橋～千歳橋区間」、 平成13～ 15（ 2001～ 2003）年には「 桜堤公園～よろず橋区間」を

緩傾斜護岸や石積み護岸、 土系の川底と し て整備し まし た。 平成16～ 17（ 2004 ～

2005）年にはその後連続する「 千歳橋～亜細亜大学隣接区間」の整備を行っています。

整備を行っ たこ と で、 団地内の緑地と 一体的な水と 緑の空間が生まれ、 多様な

生物の生息空間が創出さ れまし た。

また、 団地に降っ た雨水は一時的に貯留し て団地内にある仙川水辺公園（ 都市

再生機構管理）の池の維持水と し 、 仙川に流下し ています。

　

（ 暗渠部）
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（ 2）境浄水場、 第二浄水場から の導水工事

平成10（ 1998） 年、 境浄水場のろ過システムが循環式から 排水式へ変更になり

まし た。 それに伴い発生する水の処理方法を模索し ていた東京都水道局と 、 清流

維持のための河川維持水を探し 求めていた市と の思いが一致し たこ と から 、 水道

局と の調整後、平成11（ 1999）年に境浄水場から の導水管埋設工事を開始し まし た。

また、 第二浄水場から の導水を受けるこ と も 可能と なり 、 平成18（ 2006） 年に

第二浄水場から 既設の導水管への接続工事を行いまし た。

（ 3）桜堤公園の改修（ 貯留槽の設置・ 池整備）

平成11（ 1999） 年の導水管埋設工事と 並行し て、 平成12（ 2000） 年には河川維持

水の貯留槽（ 貯留量500m3）を桜堤公園に設置し まし た。

貯留槽の設置に合わせて、 公園をリ ニュ ーアルし 、 河川維持水の一部を水源と

する池を整備し まし た。 また、 池の水はかけ流し で仙川に放流し ています。

（ 4）協定書締結と 桜堤公園から の放流開始

平成13（ 2001）年には境浄水場から 発生する洗砂水※1 を仙川へ導水するため「 協

定書」 を都水道局と 締結し 、 河川維持水を桜堤公園から 一時的に放流できるよう

になり まし た。

また平成19（ 2007） 年には第二浄水場から 発生する逆洗水※2 を仙川へ導水する

ための「 覚書」 を締結し 、 河川維持水の水量を増やすこ と ができ まし た。 境浄水

場から の送水が日中行われるのに対し 、 第二浄水場から の送水は夜間に行われて

います。

※1 洗砂水：  境浄水場では水をゆっくりとろ過して、にごりや細菌などの不純物を取りのぞき、きれいにして飲み水にしています。

   ろ過で使用した砂を洗うときに用いた水を「 洗砂水」といいます。
※2 逆洗水：  ろ過を連続して行うと汚れが堆積していき、この状態でろ過を続けていくと、完全にろ過が行えない状態になります。

   ろ材から汚れを除去する方法の１つが「 逆洗」で、通常とは逆に水を流すことにより、ろ材の汚れをとることができます。

   この逆洗する水を「 逆洗水」といいます。

桜堤公園の池 桜堤公園からの放流
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（ 5）地区計画の策定

桜堤団地建替事業に関する協定を都市再生機構と 締結し 、 平成19（ 2007） 年12

月に「 武蔵野市都市計画 桜堤地区 地区計画」（ 以下「 地区計画」と いう 。）が都市計

画決定の告示がさ れまし た。 地区施設の整備方針は「 緑と 水のネッ ト ワーク 形

成・ 利便性及び安全性に配慮し た道」 と さ れ、 桜二の橋～桜堤公園区間の仙川と

市道第92号線の付替えが行われるこ と になり まし た。 また桜堤二丁目の仙川沿

いには、 オープンスペース（ 広場8号）の配置が義務付けら れまし た。（ 詳し く は、

P29図2-4・ 5参照）。

広場8号

図1-5　 地区施設計画：「 武蔵野都市計画 桜堤地区 地区計画」に加筆

都市再生機構では、 地区計画の決定に合わせ「 桜堤地区景観ガイ ド ラ イ ン」（ 平

成19（ 2007）年）を作成し まし た。 ガイ ド ラ イ ンに記載さ れた仙川に関連する景観

形成方針は次のと おり です。

○地区を個性化し ている仙川・ 公団通り・ く ぬぎ橋通り（ 都市計画道路（ 武3.5.25））

　 沿いなどの桜並木の保全

○地区内を貫く 仙川を重要な景観要素と 位置付ける

○生物の生息環境の質を向上さ せ、 自然生態系を回復する
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約 ｍ1 8 0
約 ｍ2 4 0
約 ｍ   1 0
約 ｍ1 1 0
約 ３ ｍ 拡幅  0

新設

既存
既存

既存

既存

新設
拡幅

主要区画道路１ 号 ～ ｍ 約 ｍ9 .5 1 2 .0 4 8 0 拡幅

道
路

名称 幅員 延長

行者通路６ 号 ～ ｍ1 .5 2 .0 約 ｍ2 0 0 既存

行者通路１ 号 既存 ｍ 約 ｍ2 .0 1 0 0
既存行者通路２ 号 ～ ｍ 約 ｍ 1 .5 2 .0 2 1 0

新設行者通路９ 号 ～ ｍ 約 ｍ 1 .5 2 .0 1 0 0

既存行者通路４ 号 ～ ｍ 1 .5 2 .0 約　 ｍ7 0

新設行者通路 号 ｍ 約 ｍ 1 2 2 .5 2 0 0

既存行者通路３ 号 ２ ０ ～４ ｍ . .0 約 ｍ1 0 0

行者通路５ 号 ｍ2 .0 約 ｍ2 7 0 既存

行者通路７ 号 ～ ｍ 1 .5 4 .0 約 ｍ1 0 0 既存
（ 桜堤遊 道・ 一部新設） 
行者通路８ 号 ～ ｍ 約 ｍ 既存 3 .5 4 .4 1 5 0
（ 桜堤遊 道・ 一部新設） 

行者通路 号 ～ ｍ 約 ｍ 既存 1 1 3 .5 4 .0 1 0 0
（ 桜堤遊 道） 

行者通路 号 ～ ｍ 約 ｍ 既存 1 0 3 .5 4 .0 1 1 0
（ 桜堤遊 道） 

名称 幅員 延長

 
行
者
通
路

市立

上水南公園

広場 号1 0

広場 号9

広場８ 号
広
場
７
号

広場６ 号

広場５ 号

広場４ 号 広場３ 号 広場２ 号

広場１ 号

 
行
者
通
路
１
号

 
行
者
通
路
２
号

 行者通路３ 号

 
行
者
通
路
４
号

 
行

者
通

路
５

号 区
画
道
路
１
号

 行者通路６ 号

 行者

 行者通路８号

区
画
道
路
４
号

区
画
道
路
５
号

区画道路６ 号
区画道路７ 号

区画道路８ 号

 行者通路12 号

 行者通路１ ０ 号

 行者通路 1 1 号

主要区画道路１ 号

主要区画道路１ 号

土地の利用に関する事項

玉川上水沿いの自然環境に配慮し 、 敷地内の既存樹木は積極的に保存
を 図り 、 敷地内緑化に努める 。

地区施設

建築物等の形態、 意匠及び色彩は、 周辺建築物と の調和を 図。
特に 、 玉川上水と 近接する 敷地の外壁は、 玉川上水に面する 部
分節化や、 長大な壁面を 避け圧迫感の軽減を 図る 。

建築物等の形態又は色彩そ の他の意匠制限

桜堤地区 　 地区整備計画図 

建築物等の用途の制限

建築物等の壁面の位置制限

届出方法

お問合せ

　 地区計画区域内

3 0 日前ま でに

よ る 届出

ている か

てから 、

地区計画区域内

３
０

日
以

上

Ｐ ２.

詳細についてはＰ ３ ～４.

市立古瀬公園市立古瀬公園

通
路
７
号

 
市
計
画
道
路
（
武

 .
4.

26
 

 6
 

区画道路２ 号

区画道路３ 号区画道路３ 号

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

公団通り
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（ 6）桜一の橋～桜二の橋までの整備

平成20（ 2008）年からは、 整備対象区間の最上流部である桜一の橋～桜二の橋までの

区間を現況の桜並木を保全しながら橋の整備と合わせて護岸と川底の整備を行いました。

　 　  

（ 7）仙川と 道路の付替え（ 桜二の橋～桜堤公園）

桜二の橋～桜堤公園区間は、 地区計画により 仙川と 市道第92号線の付替えを

行いまし た。 護岸と 川底の意匠は上流側と 同様と し 、 連続し た水辺環境と 景観形

成を図り まし た。 付替えで道路のク ラ ンク 箇所が解消さ れると と も に、 仙川沿い

の住宅が接道するよう になり まし た。 また、 桜並木の整備により 街並み景観の向

上が図ら れまし た。

（ 8）上流部の吐出口の整備

上水南公園内の井戸から の放流

河川の整備を進める一方、 河川維持水の水量確保のため、 桜一の橋に隣接する

上水南公園に井戸を 設け、 汲み上げた井戸水を 仙川に放流する 工事を 平成22

（ 2010）年に行いまし た。

1日の汲み上げ量は約10m3確保さ れまし た。 下流側の護岸整備に合わせて平成

25（ 2013）年から 放流し ています。

 

井戸水を水源とする上水南公園の池 仙川への吐出口

整備前 整備後

保全された桜並木桜一の橋から下流側
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桜一の橋までの導水管延伸、 吐出口の整備、 送水設備改修

平成25（ 2013） 年には市域最上流部である桜一の橋～桜堤公園までの護岸及び

川底の整備が完了し たこ と から 、 平成26（ 2014） 年には上流から 水を流下さ せる

ため、 桜堤公園内の貯留槽から 桜一の橋までの導水管延伸工事を行いまし た。 導

水管の一部は、 使用さ れなく なっ た水道管を再利用し ています。

また、 延伸工事と 合わせて最上流部に吐出口を整備すると 共に、 新たな導水に

伴う 送水設備の改修工事を行いまし た。 下図は現在の導水システムの模式図です。

 

 

（ 9）亜細亜大学から 下流側の検討

平成27（ 2015） 年以降は、 亜細亜大学下流側の親水ゾーンの整備に向けた検討

を行いまし た。

親水ゾーンは上流部の自然生態系復活ゾーンと 、 仙川に隣接する土地利用が異

なっ ています。 河川に住宅が近接し ているこ と から 、 工事の際に影響が大きいこ

と や、 東京都の河川計画に沿っ た流下量（ 3m3/秒） を確保するためには、 仙川に

架かる複数の橋を改修し 、 河川断面の拡大が必要なこ と から 、 亜細亜大学から 下

流側の早期着手が困難であるこ と が判明し まし た。

 

図1-6　 送水システム図

昼間（ 平日　 9:00～17:00）

・ 境浄水場の洗砂水

・ 上水南公園の井戸

夜間（ 毎日　 18:00～20:00）

・ 第二浄水場の逆洗水
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（ 10）河川整備などの経過表

整備区間等

平成

10
年度

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27～30

西暦

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015～2018

建替に伴う 先行整備

よろず橋～千歳橋

桜堤公園～よろず橋

千歳橋～亜細亜大学

導水管の布設

東京都境浄水場

市立第二浄水場

桜堤公園の整備

貯留槽設置と池の改修

桜堤地区　

地区計画策定

桜一の橋～桜堤公園

の整備

（ 河川・ 道路の付け替え）

上水南公園井戸の

整備

導水管延伸・

吐出口整備・

システム改修

親水ゾーンの

事業化検討

▶ 桜堤公園から放流

▶ 桜一の橋

   から放流

▶ 桜堤公園から放流

▶ 一部移設

▶ 放流

池の改修貯留槽設置

計画決定
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（ 1）整備済み区間

現在の仙川（ 概況）6
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図1-7　
整備済み区間現況図
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（ 2）未整備区間
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図1-8　 未整備区間現況図




